






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資 本 利潤 地代
土地種類
ークォータIシリンク、 クォータIシリンクや クォータIごリング投下額
A 1 60 50 '/6 10 
B 2 120 50 1'/6 70 1 60 
C 3 180 50 2 '/6 130 2 120 
D 4 240 50 3 '/6 190 3 180 
360 
821 
I 6 I |10  I 600 I 
Kapital， III.S， 703.長谷部訳， (4)， 172ページ，向坂訳，
ページ。差額地代第一形態の基本表である。
計λb 口
1 生産物とその生]クォーター当り I~ <>h~ Fe'1土地豊即時的基礎と




最劣等1 =60 1 =60 A 
60 Aの 2倍1 =30 2ニコ60B 
120 Aの3倍1 =20 3 =60 C 
180 Aの 4倍1 =15 4 =60 D 
四
360 
そ
れ
ぞ
れ
の
地
代
は
、
D
で
は
一
九
O
シ
リ
ン
グ
一
0
シ
リ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
D
と
A
と
の
〔
利
潤
聞
の
〕
差
額
で
あ
り、
C
で
は
ご
ニ
O
〔
シ
リ
ン
グ
〕
|
0
シ
リ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
C
と
A
と
の
差
額
で
あ
り
、
B
で
は
七
0
シ
リ
ン
グ
l
0
シ
リ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
B
と
A
と
の
差
額
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
B
、
C
、
D
の
総
地
代
は
、
H
六
ク
ォ
i
タ
!
日
三
六
O
シ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
D
と
A
、
C
と
A
、
B
と
A
、
と
の
諸
差
額
の
総
和
に
等
し
い
L
(
同
名
目
H
m
w
H
・同日目・
ω・叶
C
N
ω
・
長
谷
部
訳
、
青
木
文
庫
同
九
一
七
ペ
ー
ジ
)
。
」
の
表
の
前
提
は
、
マ
ル
グ
ス
に
よ
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
最
劣
等
地
A
か
ら
最
優
等
地
D
に
至
る
四
等
級
の
土
地
に
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
が
充
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
A
に
く
ら
べ
B
で
一
、
C
で一一、
D
で
三
ク
オ
ー
ダ
ー
の
よ
り
多
く
の
生
産
物
が
収
穫
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
B
、
c、
D
な
る
各
農
業
経
営
の
独
占
的
生
産
条
件
た
る
土
地
的
条
件
1
1
1
こ
の
表
で
は
位
置
は
捨
象
さ
れ
豊
度
の
み
ー
ー
に
よ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
地
的
条
件
以
外
の
資
本
の
自
由
に
し
う
る
生
産
諸
条
件
で
は
各
等
級
地
い
ず
れ
も
同
一
で
あ
り
、
標
準
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
で
の
労
働
力
も
平
均
労
働
力
が
充
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
現
実
に
は
、
個
別
資
本
の
自
由
に
し
う
る
資
本
的
・
経
営
的
生
産
諸
条
件
の
差
異
は
、
農
業
経
営
で
も
存
在
す
る
。
だ
か
ら
、
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
は
最
劣
等
地
の
農
業
経
営
の
侵
劣
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
個
別
的
価
値
か
ら
一
つ
の
社
会
的
価
値
M
市
場
価
値
が
成
立
す
る
。
こ
れ
は
最
劣
等
地
で
の
平
均
的
な
個
別
的
価
値
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
B
、
c、
D
地
で
も
存
在
す
る
。
B
、
c、
D
地
の
個
別
的
価
値
と
は
そ
れ
ぞ
れ
B
、
c、
D
地
の
個
別
的
価
値
の
平
均
で
あ
る
。
そ
し
て
、
A
地
の
個
別
的
価
値
の
平
均
の
み
が
農
産
物
の
市
場
価
値
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
業
に
も
存
在
す
る
こ
の
資
本
的
・
経
営
的
条
件
に
起
因
す
る
諸
個
別
的
価
値
の
相
違
と
、
し
た
が
っ
て
優
秀
な
農
業
経
営
が
入
手
す
る
超
過
利
潤
の
問
題
は
、
『
資
本
論
』
の
地
代
論
以
前
の
段
階
で
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
解
決
ず
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
農
業
特
有
の
地
代
と
な
る
べ
き
超
過
利
潤
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
マ
ル
ク
ス
は
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
が
充
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
が
そ
の
ま
ま
で
市
場
価
値
を
規
定
す
る
と
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
そ
の
根
拠
は
、
土
地
に
お
け
る
豊
度
の
差
異
と
、
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
る
。
で
は
、
な
、
ぜ
農
産
物
の
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ろ
の
か
Q
そ
の
根
拠
と
し
て
、
久
留
島
氏
は
士
地
に
お
け
る
豊
度
の
差
異
と
土
地
経
営
の
独
占
を
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
も
山
田
勝
次
郎
氏
を
始
め
と
し
て
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
の
聞
で
強
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
一
五
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
一六
調
さ
れ
て
き
た
点
で
、
久
留
島
氏
が
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
山
田
勝
次
郎
氏
は
レ
I
ニ
ン
や
リ
ュ
ビ
ー
モ
フ
に
依
拠
し
て
、
論
争
の
当
初
か
ら
こ
の
点
を
向
坂
氏
な
ど
に
強
調
し
つ
づ
け
て
い
た
。
山
田
氏
は
『
地
代
論
』
(
岩
波
金
書
、
昭
和
三
二
年
五
月
)
で、
「
差
額
地
代
と
な
る
剰
余
価
値
の
源
泉
、
実
現
、
本
質
、
転
形
な
ど
に
関
す
る
:
;
:
諸
規
定
の
内
面
的
関
連
を
包
括
し
た
一
覧
表
」
を
次
の
如
く
示
し
て
い
る
。
「
ω自
然
的
基
礎
と
し
て
の
、
土
地
豊
度
の
実
存
i
↓
凶
投
下
詰
資
本
有
機
的
構
成
を
同
一
と
仮
定
と
し
て
の
、
豊
度
を
異
に
す
る
諸
土
地
を
例
外
的
な
自
然
力
と
し
て
利
用
す
る
諸
農
業
経
営
に
お
け
る
、
労
働
生
産
性
の
相
対
的
差
異
の
物
質
化
i
!
+
川
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
基
礎
の
上
で
は
、
農
業
経
営
巳
内
属
す
る
こ
重
の
特
殊
性
の
作
用
に
よ
っ
て
、
一
般
的
市
場
法
則
の
偏
僑
が
必
然
的
に
起
る
Q
そ
し
て
、
こ
の
市
場
法
則
の
偏
侍
を
通
じ
て
、
最
劣
等
地
で
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
と
な
る
|
+
川
最
劣
等
地
以
外
の
各
優
良
地
に
お
け
る
、
個
別
的
生
産
価
格
以
上
の
超
過
剰
余
価
値
の
相
対
的
増
進
の
現
実
化
|
↓
刷
社
会
的
総
利
潤
の
視
角
か
ら
み
れ
ば
、
平
均
利
潤
以
上
の
、
農
業
部
門
独
特
の
超
過
利
潤
の
形
成
|
↓
川
こ
の
独
特
の
趨
過
利
潤
と
し
て
実
現
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
本
質
は
、
『
不
当
な
社
会
的
価
値
』
と
し
て
規
定
さ
れ
る
|
↓
例
土
地
所
有
の
力
に
よ
る
、
こ
の
超
過
利
潤
の
地
代
化
|
↓
附
差
額
地
代
の
成
立
」
(
八
六
ペ
ー
ジ
、
ゴ
チ
は
井
上
〉
。
こ
こ
で
山
田
氏
の
い
う
「
二
重
の
持
殊
性
」
と
は
、
山
田
氏
が
そ
の
著
書
で
再
三
強
調
さ
れ
た
「
土
地
の
有
限
性
に
起
因
す
る
土
地
経
営
の
独
占
と
土
地
豊
度
の
不
等
性
お
よ
び
漸
減
性
」
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
部
門
で
は
資
本
は
エ
業
と
は
異
な
り
、
そ
れ
自
身
労
働
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
労
働
手
段
で
も
あ
る
独
占
さ
れ
う
る
自
然
的
生
産
条
件
と
し
て
の
土
地
と
い
う
、
資
本
の
創
造
し
え
な
い
有
限
な
生
産
条
件
を
受
け
、
し
た
が
っ
て
、
レ
!
ニ
ン
の
い
う
「
土
地
経
営
の
独
占
」
が
生
ず
る
。
つ
ま
り
、
農
業
で
は
不
可
欠
の
生
産
手
段
で
あ
る
土
地
の
有
限
性
の
た
め
、
資
本
に
よ
る
土
地
経
営
は
「
一
種
の
独
占
」
「土
地
経
営
の
独
占
」
を
生
じ
、
農
産
物
価
格
は
中
位
の
土
地
経
営
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
土
地
の
有
限
性
は
農
業
資
本
家
の
自
由
競
争
を
決
し
て
排
除
し
な
い
。
と
の
点
、
レ
l
-
一
ン
は
「
土
地
の
有
限
性
と
い
う
事
実
か
ら
(
土
地
の
私
有
に
か
か
わ
り
な
く
)
論
理
的
に
で
て
く
る
こ
と
は
、
土
地
全
体
が
資
本
家
た
る
農
業
企
業
家
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
農
業
企
業
家
間
の
競
争
の
自
由
の
ど
ん
な
制
限
の
必
然
性
も
け
っ
し
て
で
て
こ
な
い
」
(
『
レ
i
ニ
ン
全
集
』
第
五
品
守
二
五
ペ
ー
ジ
〉
と
の
べ
、
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
農
奴
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
身
分
的
土
地
所
有
制
が
破
壊
さ
れ
、
商
工
業
資
本
が
農
業
に
投
下
さ
れ
、
借
地
や
抵
当
債
務
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
で
も
農
奴
制
度
の
遺
物
が
多
く
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
草
後
に
お
い
て
は
農
民
や
平
民
お
よ
び
商
人
遣
に
よ
る
土
地
買
入
れ
の
増
加
や
、
私
有
地
、
国
有
地
お
よ
び
共
有
地
な
ど
の
貸
付
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
含
指
摘
し
、
「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
現
象
は
な
に
を
証
明
す
る
か
? 
そ
れ
は
、
土
地
所
有
の
独
占
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
そ
の
所
有
の
か
ぎ
り
な
く
多
様
な
形
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
の
な
か
に
白
由
競
争
が
発
去
し
た
こ
と
を
証
明
す
ろ
も
の
で
あ
る
。
現
在
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
資
木
所
有
者
は
、
こ
の
資
本
を
、
商
u
某
あ
る
い
は
工
業
の
任
意
の
部
門
に
投
下
す
る
の
と
同
様
に
容
易
に
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
同
様
に
容
易
に
農
業
に
投
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
(
土
地
の
買
入
れ
、
ま
た
は
借
地
に
よ
っ
て
)
」
(
同
上
一
一
六
ペ
ー
ジ
〉
と
の
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
久
留
島
氏
が
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
Q
「
上
原
氏
が
、
『
農
業
部
門
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
生
産
条
件
と
し
て
の
土
地
の
有
限
性
よ
そ
の
経
営
的
独
占
の
た
め
に
、
資
本
聞
の
白
由
競
争
が
阻
止
さ
れ
て
、
生
産
物
は
平
均
的
な
土
地
条
件
の
下
で
の
個
別
的
生
産
価
格
で
な
く
、
最
劣
等
地
の
そ
れ
が
市
場
価
値
と
な
る
』
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
競
争
を
探
介
と
し
て
貫
徹
さ
れ
る
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て
誤
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
(
川
上
正
道
・
上
原
信
博
『
農
業
政
策
』
、
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
、
九
!
一
0
ペ
ー
ジ
。
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
J
い
ず
れ
に
し
て
も
、
川
そ
の
根
拠
は
、
土
地
に
お
け
る
豊
一
度
の
差
異
と
、
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
る
、
に
つ
い
て
も
異
存
は
な
い
。
問
題
は
、
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
七
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
;i、
川
優
等
地
で
の
供
給
だ
け
で
は
農
産
物
に
対
す
る
全
需
要
を
み
た
し
え
ず
、
最
劣
等
地
で
の
供
給
が
不
可
欠
な
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
ω
久
留
島
氏
は
こ
の
点
を
、
私
が
氏
の
所
説
を
引
用
し
た
際
ゴ
チ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
極
め
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
ω
農
産
物
の
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
@
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
批
判
家
に
よ
る
、
マ
ル
ク
ス
価
値
論
に
お
け
る
「
『
平
均
原
理
』
と
『
限
界
原
理
』
と
の
矛
盾
」
説
の
検
討
で
、
二
木
保
幾
氏
の
論
稿
「
マ
ル
ク
ス
価
値
論
に
お
け
る
平
均
観
察
と
限
界
原
理
と
の
矛
盾
」
(
『
中
央
公
論
』
昭
和
四
年
二
一
月
)
を
検
討
さ
れ
、
「
二
木
氏
の
説
は
、
要
す
る
に
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
商
品
の
価
値
が
一
方
で
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
~
平
均
観
察
』
の
原
理
あ
る
い
は
『
平
均
原
理
』
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
お
り
、
他
方
で
、
差
額
地
代
論
で
は
、
こ
の
『
平
均
観
察
』
原
理
を
す
て
て
、
円
第
一
巻
に
お
け
る
価
値
と
殆
ん
ど
同
一
物
な
る
か
に
取
扱
っ
て
い
た
市
場
価
値
』
が
最
劣
等
耕
作
地
、
す
な
わ
ち
限
界
耕
作
地
の
個
別
的
生
産
価
格
あ
る
い
は
個
別
的
価
値
、
す
な
わ
ち
限
界
生
産
価
格
あ
る
い
は
限
界
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
『
限
界
原
理
』
を
も
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
マ
ル
ク
ス
の
価
値
論
に
お
け
る
『
平
均
観
察
』
あ
る
い
は
『
平
均
原
理
』
と
司
限
界
原
理
』
と
の
矛
盾
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
」
2
0九
ペ
ー
ジ
)
と
σ〉
べ
、
次
の
よ
う
に
結
論
さ
れ
て
い
た
。
「
こ
の
二
木
氏
の
見
解
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
『
土
地
生
産
物
を
支
配
す
る
市
場
価
値
法
則
』
の
誤
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
如
く
、
工
業
生
産
物
の
場
合
に
は
、
一
般
に
市
場
価
値
は
中
位
の
平
均
的
条
件
の
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
土
地
生
産
物
の
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
土
地
経
営
の
独
占
と
い
う
特
殊
の
事
情
が
存
在
す
る
た
め
に
、
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
土
地
経
営
の
独
占
の
た
め
に
、
全
需
要
を
充
た
す
た
め
に
は
、
最
劣
等
地
の
生
産
が
必
要
で
あ
り
、
最
劣
等
地
を
経
営
す
る
資
本
家
に
も
平
均
利
潤
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
市
場
価
値
は
、
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
以
上
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
Q
す
な
わ
ち
、
自
分
自
身
以
上
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
』
(
呂
田
吋
同
吋
U
g
ュ3
・
寸
丘
二
円
・
ω
-
N
8
・
大
島
・
時
永
訳
、
川
『
市
場
価
値
・
・
・
・
・
・
が
、
七
四
ペ
ー
ジ
。
傍
点
は
原
著
に
よ
る
。
)
こ
れ
に
対
し
て
、
優
等
地
の
高
品
が
そ
の
個
別
的
価
値
以
上
に
売
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
そ
れ
ら
の
生
産
諸
条
件
が
、
同
一
の
部
面
(
産
業
)
内
で
生
産
さ
れ
る
他
の
訪
商
品
よ
り
も
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
価
値
の
法
則
に
は
反
し
な
い
。
(
出
E
巳
-
0
・
ω
-
N
∞ω・
大
島
・
時
永
訳
、
山
開
七
三
ペ
ー
ジ
J
そ
れ
故
、
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
法
則
は
価
値
法
則
と
矛
盾
し
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
は
伺
値
法
則
の
貫
徹
形
態
で
あ
る
。
」
(
一
O
九
一
0
ペ
ー
ジ
、
ゴ
ヰ
ノ
は
井
上
)
も
っ
と
も
こ
こ
で
氏
は
、
最
劣
等
地
で
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
以
前
の
引
用
に
は
な
か
っ
た
平
均
利
潤
確
保
と
い
う
条
件
を
つ
け
加
え
て
お
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
連
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
ら
れ
た
か
。
(
1
)
 
イ
コ
ー
ル
最
劣
等
地
経
営
で
の
平
均
利
潤
確
保
」
と
い
う
お
考
え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
最
劣
等
地
で
の
供
給
不
可
欠
(
1
〉
と
こ
ろ
で
久
留
島
氏
は
、
向
坂
逸
郎
氏
の
「
市
場
価
値
偏
侍
説
」
を
批
判
し
た
保
志
悔
氏
の
「
地
代
範
鳴
と
土
地
同
有
一
(
『
土
地
制
度
史
学
』
第
四
O
号
、
一
九
六
八
年
七
月
)
を
「
す
ぐ
れ
た
論
稿
」
(
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
、
山
田
勝
次
郎
氏
の
「
強
め
ら
れ
た
労
働
説
」
批
判
の
場
合
に
も
、
保
志
論
文
を
「
参
照
さ
れ
た
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
久
留
島
氏
の
所
説
を
知
る
た
め
に
、
こ
こ
で
保
志
論
文
の
次
の
箇
所
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
差
額
地
代
は
、
市
場
価
値
法
則
の
『
貫
徹
』
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ
の
『
偏
侍
』
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
商
品
の
価
値
法
則
は
、
市
場
価
値
法
則
を
媒
介
と
し
て
貫
徹
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
一
様
類
の
諸
商
品
の
生
産
者
た
ち
の
聞
の
競
争
を
通
じ
て
、
相
異
な
る
但
別
的
諸
価
値
は
一
つ
の
社
会
的
価
値
、
即
ち
市
場
価
値
に
均
等
化
さ
れ
る
。
こ
の
市
場
価
値
の
姿
態
に
お
い
て
、
『
価
値
の
本
性
』
は
み
ず
か
ら
を
表
示
す
る
。と
こ
ろ
で
、
差
額
地
代
は
、
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
の
利
用
と
結
び
つ
い
た
労
働
の
自
然
発
生
的
生
産
力
の
増
大
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
、.、.、.、.、.、.
こ
の
土
地
の
つ
き
も
の
で
あ
る
『
白
然
力
』
は
『
問
題
の
生
産
部
面
の
一
般
的
諸
条
件
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
一
般
的
に
産
出
さ
れ
う
る
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
九
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
も
の
た
る
当
該
生
産
部
面
の
諸
条
件
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
』
(
関
与
注
目
子
切
凸
・
回
二
山
・
3
3
か
ら
、
つ
ま
り
資
本
に
よ
っ
て
産
出
し
得
な
い
生
産
条
件
で
あ
る
が
故
に
、
個
別
的
価
値
の
社
会
的
価
値
へ
の
均
等
化
に
参
加
し
得
ず
、
そ
れ
を
除
い
た
『
一
般
的
生
産
諸
条
件
』
の
均
等
化
で
一
つ
の
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
る
。
か
く
て
市
場
調
整
的
生
産
価
格
は
最
劣
等
地
と
な
る
の
で
差
別
は
固
定
化
さ
れ
る
。
又
、
市
場
価
値
成
立
の
た
め
に
は
、
市
場
に
投
ぜ
ら
れ
た
商
品
総
量
が
社
会
的
欲
望
が
要
求
す
る
分
量
を
充
足
す
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
し
か
る
に
農
業
生
産
に
お
い
て
は
、
土
地
の
有
限
性
と
い
う
条
件
下
に
あ
っ
て
、
優
良
地
の
み
で
は
需
要
を
満
た
し
得
ず
、
最
劣
等
地
の
生
産
価
格
が
、
市
場
調
節
的
価
格
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
差
額
地
代
は
、
土
地
と
い
う
『
一
般
的
』
な
ら
ざ
る
生
産
条
件
の
下
に
お
い
て
、
市
場
価
値
規
定
の
貫
徹
の
結
果
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
決
し
て
そ
の
『
偏
侍
』
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
」
(
円
土
地
制
度
史
学
』
第
四
O
号
、
五
ペ
ー
ジ
、
ゴ
チ
は
井
上
〉
二
O
き
て
、
工
業
の
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
工
業
で
も
上
、
中
、
下
の
諸
企
業
に
よ
っ
て
生
産
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
需
給
の
一
致
を
前
提
と
し
て
み
た
場
合
、
そ
の
需
要
に
こ
た
え
る
供
給
の
な
か
に
も
最
悪
の
企
業
の
生
産
物
が
存
在
す
る
と
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
最
悪
の
企
業
の
生
産
物
の
供
給
が
な
く
て
は
全
需
要
を
充
た
せ
な
い
の
で
、
最
悪
の
企
業
の
生
産
が
必
要
で
あ
り
、
最
悪
の
企
業
に
も
平
均
利
潤
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
と
い
う
暴
論
が
成
立
し
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
久
留
島
氏
も
そ
の
よ
う
な
主
張
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
で
は
農
業
の
場
合
「
優
良
地
の
み
で
は
需
給
を
充
た
し
え
ず
」
「
最
劣
等
地
で
の
供
給
不
可
欠
」
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
表
一
」
で
は
A
、
B
、
c、
D
で
の
総
供
給
量
一
O
グ
オ
ー
ダ
ー
が
全
需
要
を
充
た
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
価
値
と
価
格
の
一
致
が
前
提
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
場
合
、
な
ぜ
A
地
の
個
別
的
価
値
が
農
産
物
の
市
場
価
値
を
規
定
す
る
の
か
、
し
か
も
個
別
的
価
値
の
総
計
二
四
0
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
も
の
が
六
0
0シ
リ
ン
グ
の
市
場
価
値
と
し
て
成
立
す
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
点
が
難
問
と
し
て
残
る
の
で
あ
っ
て
、
私
は
こ
の
点
を
、
『
資
本
論
』
冒
頭
か
ら
展
開
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
怖
値
論
の
発
展
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
、
差
額
地
代
ー
の
も
っ
と
も
重
要
な
点
だ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
優
良
地
の
み
で
需
要
は
充
た
し
え
ず
、
最
劣
等
地
で
の
供
給
不
可
欠
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
、
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
そ
し
て
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
総
計
に
お
け
る
不
一
致
が
あ
っ
て
も
価
値
法
則
の
貫
徹
で
あ
る
と
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
、
を
説
明
す
る
根
拠
と
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
工
業
で
は
最
劣
等
の
企
業
で
は
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
農
業
で
は
最
劣
等
地
の
経
営
で
も
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
な
ぜ
そ
う
な
る
の
で
あ
る
か
、
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
農
業
で
は
最
劣
等
地
の
経
営
も
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
る
か
ら
、
農
産
物
の
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
い
う
だ
け
の
説
明
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
川
そ
の
根
拠
は
、
土
地
に
お
け
る
豊
度
の
差
異
と
、
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
こ
の
二
重
の
特
殊
性
が
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
を
し
て
市
場
価
値
た
ら
し
め
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
の
総
計
に
お
け
る
不
一
致
が
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
そ
れ
が
価
値
法
則
を
侵
害
せ
ず
、
価
値
法
則
の
貫
徹
な
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
川
こ
の
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
の
は
価
値
法
則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
価
値
法
則
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
結
論
と
し
て
正
当
で
あ
る
が
、
こ
の
結
論
的
命
題
を
内
容
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
地
代
論
論
争
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
に
関
す
る
問
題
提
起
の
前
提
か
ら
の
考
察
が
心
要
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
提
が
「
資
本
的
条
件
日
平
均
原
理
、
土
地
的
条
件
U
限
界
原
理
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
井
上
の
所
説
が
「
資
本
的
条
件
日
平
均
原
理
、
土
地
的
条
件
H
限
界
原
理
」
説
な
の
で
は
な
く
マ
ル
ク
ス
の
問
題
提
起
が
そ
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
私
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
は
そ
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
き
ま
り
、
こ
の
労
働
時
間
は
労
働
の
生
産
力
を
構
成
し
て
い
る
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
種
々
の
要
因
の
諸
変
動
に
つ
れ
て
変
動
す
る
。
が
『
な
か
ん
づ
く
、
労
働
者
の
熟
練
の
平
均
度
・
科
学
お
よ
び
そ
の
技
術
的
な
応
用
可
能
性
の
発
展
段
階
・
生
産
過
程
の
社
会
的
結
合
・
諸
生
産
手
段
の
範
開
お
よ
び
作
用
能
力
・
に
よ
っ
て
、
ま
た
自
然
諸
関
係
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
』
〈
民
間
1
E
-
H
ω
・
た
・
訳
ω
二
二
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
労
働
の
生
産
力
ハ
日
生
産
性
)
を
大
別
す
れ
ば
、
『
社
会
的
生
産
力
』
と
『
目
然
(
発
生
〉
的
生
産
力
』
と
に
分
け
ら
れ
る
。
自
然
的
生
産
力
は
労
働
の
自
然
的
条
件
に
い
わ
ば
受
動
的
・
消
槌
的
に
依
存
し
て
お
り
、
本
源
的
に
な
ん
ら
の
費
用
も
要
し
な
い
無
償
の
白
然
力
と
し
て
人
為
的
に
こ
れ
を
再
生
産
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
社
会
的
生
産
力
は
自
然
的
諸
条
件
の
能
動
的
・
積
極
的
利
用
に
基
づ
い
て
お
り
、
資
本
お
よ
び
労
働
そ
の
も
の
か
ら
発
生
す
る
も
の
と
し
て
人
為
的
に
再
住
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
問
題
は
、
こ
の
無
償
の
自
然
発
生
的
生
産
力
が
、
さ
ら
に
誰
に
で
も
利
用
可
能
な
無
限
の
自
然
力
1
1
日
光
、
引
力
、
蒸
気
の
弾
力
性
l
l等
と
、
本
来
無
償
の
自
然
力
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
限
な
独
占
し
う
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
定
の
社
会
的
条
件
の
も
と
で
は
無
償
で
使
用
し
え
な
い
有
償
の
自
然
力
(
日
土
地
)
と
に
区
別
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
生
産
諸
条
件
は
、
こ
れ
を
資
本
が
自
由
に
創
造
し
、
も
し
く
は
無
償
で
自
由
に
利
用
し
う
る
諸
条
件
と
、
資
本
の
自
由
に
創
造
し
利
用
し
え
な
い
有
限
な
拙
占
さ
れ
う
る
自
然
的
諸
条
件
と
に
大
別
で
き
る
。
た
と
え
ば
硲
正
天
氏
は
前
者
を
資
本
的
条
件
(
あ
る
い
は
経
営
的
条
件
)
、
後
者
を
土
地
的
条
件
と
名
づ
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
こ
こ
に
最
劣
等
な
る
生
産
諸
条
件
と
は
、
厳
密
に
は
「
最
劣
等
の
、
す
な
わ
ち
何
ら
の
地
代
を
も
も
た
ら
さ
ざ
る
土
地
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
土
地
的
条
件
の
意
で
あ
る
。
ひ
ろ
く
生
産
諸
条
件
と
い
う
と
き
に
は
、
資
本
か
ら
独
立
せ
る
も
の
と
し
て
の
土
地
的
条
件
の
ほ
か
に
、
資
本
自
ら
が
造
り
出
し
こ
れ
に
従
属
す
る
諸
々
の
続
首
的
諸
条
件
を
も
含
み
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
農
産
物
の
場
合
に
も
、
土
地
的
諸
条
件
と
経
営
的
諸
条
件
と
が
い
ろ
い
ろ
な
仕
方
で
結
合
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
最
劣
等
地
に
お
け
る
農
業
生
産
も
種
々
な
る
程
度
に
お
け
る
、
し
た
が
っ
て
よ
り
榎
良
な
経
営
的
条
件
を
も
ち
う
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
経
営
上
の
諸
条
件
の
優
劣
の
差
異
は
、
人
為
的
経
過
的
性
質
な
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
に
は
地
代
と
は
無
関
係
で
あ
る
Q
し
た
が
っ
て
当
面
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
経
堂
的
諸
条
件
の
差
異
は
、
こ
れ
を
捨
象
す
べ
き
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
れ
は
す
べ
て
同
一
で
あ
る
と
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
問
題
は
た
だ
土
地
的
諸
条
件
の
差
異
に
の
み
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
こ
こ
に
い
う
土
地
的
諸
条
件
と
は
何
か
。
差
額
地
代
に
関
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
「
相
等
し
い
面
積
の
種
々
な
る
土
地
に
充
用
せ
ら
れ
た
る
等
し
い
大
き
さ
の
資
本
か
ら
生
ず
る
不
等
の
諸
結
果
」
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
等
な
諸
結
果
を
生
ぜ
し
む
る
、
一
般
的
な
、
資
本
(
す
な
わ
ち
経
営
的
諸
条
件
)
か
ら
独
立
せ
る
原
因
と
し
て
は
、
土
地
の
自
然
的
豊
鏡
性
と
位
置
と
が
あ
げ
ら
れ
、
7
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
、
後
者
を
考
慮
外
に
お
さ
、
前
者
の
み
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
Q
し
た
が
っ
て
土
地
的
条
件
と
は
、
ひ
と
ま
ず
土
地
の
自
然
的
豊
能
性
の
こ
と
で
あ
る
』
(
『
日
本
農
業
の
諸
問
題
』
、
三
O
七
ペ
ー
ジ
ど
(
『
地
代
の
理
論
』
一
五
三
四
ペ
ー
ジ
)
。
乙
の
よ
う
に
土
地
的
条
件
と
資
本
的
条
件
(
経
営
的
条
件
)
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
酪
正
夫
氏
の
用
語
を
私
が
正
し
い
も
の
と
し
て
踏
襲
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
と
「
限
界
原
理
」
の
矛
眉
説
な
る
も
の
は
、
こ
の
ニ
条
件
を
同
一
視
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
謬
説
で
あ
る
こ
と
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
「
平
均
原
理
」
は
資
本
的
条
件
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
土
地
的
条
件
の
場
合
の
み
「
限
界
原
理
」
が
成
立
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
価
値
法
則
の
貫
徹
の
結
果
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
に
独
占
さ
れ
え
な
い
自
然
的
諸
条
件
は
新
設
企
業
が
い
つ
で
も
自
由
に
無
償
で
使
用
で
き
る
し
、
こ
の
よ
う
な
自
然
力
は
、
資
本
に
包
摂
さ
れ
、
資
本
の
生
産
力
と
し
て
、
資
本
的
条
件
そ
の
も
の
に
付
随
す
る
一
要
素
な
の
で
あ
る
が
、
有
限
な
土
地
的
条
件
は
明
ら
か
に
こ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
差
額
地
代
の
考
察
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
独
占
さ
れ
う
る
有
限
な
自
然
力
た
る
土
地
的
条
件
で
あ
る
。
こ
の
有
限
な
独
占
的
自
然
力
に
起
因
す
る
例
外
的
生
産
力
に
よ
り
、
優
等
地
の
経
営
は
同
一
時
間
内
に
よ
り
多
く
の
商
品
を
生
産
し
、
商
品
一
個
当
り
の
個
別
的
価
値
を
小
さ
く
す
る
。
し
か
し
、
農
産
物
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
価
値
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
二
四
は
個
別
的
価
値
で
は
な
く
社
会
的
価
値
、
市
場
価
値
で
あ
る
。
そ
し
て
農
産
物
の
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
平
均
的
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
最
劣
等
地
の
資
本
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
は
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
を
も
っ
平
均
資
本
の
投
下
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
平
均
利
潤
を
入
手
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
資
本
は
工
業
で
は
平
均
利
潤
を
入
手
し
て
お
り
、
資
本
に
と
っ
て
は
利
潤
が
目
的
な
の
で
、
農
業
、
工
業
の
い
ず
れ
に
資
本
を
投
下
す
る
か
は
資
本
家
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。
も
し
農
業
で
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
な
け
れ
ば
、
資
本
は
そ
こ
を
引
上
げ
る
。
こ
の
結
果
、
優
等
地
の
商
品
の
個
別
的
価
値
は
よ
り
大
な
る
市
場
価
値
に
社
会
的
行
為
に
よ
っ
て
換
算
さ
れ
、
こ
こ
に
両
者
の
差
額
"
超
過
利
潤
が
生
ず
る
。
地
主
は
こ
の
超
過
利
潤
を
地
代
と
し
て
要
求
す
る
。
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
の
表
一
に
お
い
て
、
A
地
の
生
産
物
一
グ
オ
ー
ダ
ー
は
、
需
給
一
致
の
前
提
を
与
え
ら
れ
た
条
件
下
で
、
社
会
の
需
要
を
満
た
す
に
必
要
な
供
給
量
の
一
部
分
を
構
成
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
A
地
の
投
下
資
本
は
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諾
条
件
と
熟
練
と
強
度
の
平
均
度
を
も
っ
労
働
を
充
用
し
て
い
る
が
故
に
、
平
均
利
潤
を
入
手
し
て
い
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
し
た
が
っ
て
右
の
生
産
諸
条
件
の
な
か
に
は
土
地
的
条
件
ば
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
、
つ
な
事
態
は
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
の
競
争
と
い
う
社
会
的
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
競
争
は
、
事
後
的
に
で
は
あ
れ
、
結
局
は
資
本
家
が
平
均
利
潤
を
入
手
し
、
地
主
が
超
過
利
潤
を
入
手
す
る
傾
向
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
土
地
的
条
件
に
よ
っ
て
発
生
し
た
超
過
利
潤
は
地
主
の
対
抗
力
に
よ
っ
て
資
本
に
よ
っ
て
一
般
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
平
均
利
潤
の
形
成
に
も
参
加
せ
ず
、
地
代
と
し
て
地
主
の
所
得
と
な
る
。
し
か
し
、
「
一
定
の
生
産
部
面
に
お
け
る
資
本
が
何
ら
か
の
理
由
で
均
等
化
の
過
程
に
捲
き
こ
ま
れ
な
く
て
も
、
何
の
変
り
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
平
均
利
潤
は
、
社
会
資
本
の
う
ち
均
等
化
過
程
に
入
り
こ
む
部
分
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
」
〈
岡
田
町
民
同
日
・
日
・
ω
-
H
2
・
訳
川
二
六
一
二
ペ
ー
ジ
)
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
次
の
よ
う
に
の
べ
た
の
で
あ
る
。
「
農
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
は
、
商
品
の
一
般
的
生
産
価
格
の
う
ち
へ
規
定
的
に
入
り
こ
む
の
で
は
な
く
、
一
般
的
生
産
価
格
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
利
潤
は
常
に
、
独
占
さ
れ
た
自
然
力
を
自
由
に
し
て
い
る
個
別
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
と
、
問
題
の
生
産
部
門
一
般
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
か
ら
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
独
占
的
自
然
力
が
有
限
で
あ
り
、
か
つ
経
済
的
豊
度
お
よ
び
位
置
を
異
に
し
て
い
る
た
め
『
土
地
経
営
の
独
占
』
が
生
ま
れ
、
こ
の
結
果
独
占
的
農
業
経
営
が
入
手
す
る
差
額
地
代
部
分
が
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
に
参
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
ほ
、
農
産
物
の
市
場
価
値
が
独
占
的
自
然
力
を
そ
の
自
然
的
基
礎
と
し
て
成
立
す
る
超
過
利
潤
と
は
無
関
係
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
@
つ
ま
り
資
本
的
・
経
堂
的
条
件
は
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
り
、
土
地
的
条
件
は
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
最
劣
等
地
で
、
農
産
物
の
一
般
的
生
産
価
格
が
成
立
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
土
地
的
条
件
日
限
界
原
理
で
あ
り
、
農
産
物
の
市
場
価
値
が
土
地
的
条
件
の
相
対
的
い
い
ゼ
ロ
で
あ
る
と
こ
ろ
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
の
必
然
性
は
、
山
田
氏
が
レ
l
ニ
ン
に
依
拠
し
て
強
調
し
た
土
地
の
有
限
性
を
そ
の
自
然
的
基
礎
と
す
る
土
地
経
営
の
独
占
と
、
土
地
豊
度
の
不
等
性
お
よ
び
漸
減
性
を
そ
の
自
然
的
基
礎
と
す
る
各
経
営
資
本
の
生
産
力
の
不
等
性
お
よ
び
漸
減
性
と
い
う
『
二
重
の
特
殊
性
』
を
も
っ
農
業
生
産
部
門
に
資
本
の
競
争
が
行
わ
れ
、
市
場
価
値
法
則
が
貫
徹
し
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
土
地
的
条
件
H
限
界
原
理
の
成
立
や
、
最
劣
等
地
の
標
準
的
経
営
の
生
産
物
に
よ
る
市
場
価
値
の
決
定
と
い
う
事
態
は
吋
資
本
論
』
官
頭
の
価
値
規
定
の
貫
徹
で
あ
っ
て
、
『
資
本
論
』
回
目
頭
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
規
定
は
独
占
さ
れ
う
る
土
地
的
生
産
条
件
を
除
い
た
・
資
本
の
自
由
に
し
う
る
生
産
諸
条
件
!
lつ
ま
り
資
本
自
体
の
創
造
し
う
る
生
産
諸
条
件
か
、
ま
た
は
自
然
の
ま
ま
で
、
す
べ
て
の
資
本
の
自
由
に
な
る
限
り
で
の
生
産
諸
条
件
1
1
が
標
準
的
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
こ
で
の
生
産
の
主
体
的
要
因
た
る
労
働
力
も
平
均
労
働
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
何
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
時
間
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
い
う
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
と
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
の
自
由
に
し
う
る
生
産
条
件
の
み
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
資
本
論
』
の
冒
頭
の
『
社
会
的
必
要
労
働
時
間
』
の
規
定
に
お
け
る
吋
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
』
や
、
市
場
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
二
五
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
一一六
価
値
決
定
の
場
合
の
い
わ
ゆ
る
『
組
合
せ
』
に
お
け
る
中
位
の
生
産
諸
条
件
の
中
に
は
、
当
然
有
限
な
土
地
的
条
件
は
含
ま
れ
な
い
。
」
(
『
農
業
経
済
学
の
基
礎
理
論
』
一
O
六
七
ペ
ー
ジ
)
だ
か
ら
『
土
地
的
条
件
日
限
界
原
理
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
日
平
均
原
理
』
と
い
う
視
点
は
マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
I
の
解
明
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
の
前
提
で
あ
り
、
「
従
来
の
通
説
と
や
や
異
な
っ
た
」
も
の
な
ど
で
は
勿
論
な
い
。
だ
が
論
争
課
題
は
ま
だ
残
る
。
そ
れ
は
「
生
産
説
」
と
「
流
通
説
」
と
の
論
争
に
お
け
る
究
極
の
問
題
点
で
あ
る
、
工
業
の
超
過
利
潤
は
個
別
的
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価
格
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
計
の
一
致
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
業
の
差
額
地
代
は
個
別
的
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価
格
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
計
の
不
一
致
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
点
の
差
異
の
労
働
価
値
説
に
基
づ
く
解
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
業
の
強
め
ら
れ
た
労
働
に
よ
る
超
過
利
潤
は
、
個
別
的
価
値
の
総
計
と
社
会
的
価
値
(
市
場
価
値
)
の
総
計
と
が
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
が
故
に
、
価
値
の
実
体
た
る
労
働
の
裏
付
け
を
も
っ
真
実
の
価
値
で
あ
る
が
、
農
業
の
そ
れ
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
不
一
致
で
あ
る
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
る
が
故
に
、
価
値
の
実
体
を
含
ま
ぬ
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
L
で
あ
る
と
す
る
「
流
通
説
」
か
ら
の
疑
問
に
い
か
に
答
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
久
留
島
氏
の
著
書
に
は
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
価
値
の
実
体
欠
如
説
」
へ
の
言
及
が
文
字
通
り
欠
如
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
川
農
産
物
の
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
|
|
凶
そ
の
根
拠
は
土
地
に
お
け
る
豊
度
の
差
異
と
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
る
1
1
川
と
い
う
の
は
、
優
等
地
で
の
供
給
だ
け
で
は
農
産
物
に
対
す
る
全
需
要
を
充
た
し
え
ず
、
最
劣
等
地
で
の
供
給
が
不
可
欠
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
|
|
附
そ
し
て
こ
の
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
の
は
、
価
値
法
則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
価
値
法
則
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
四
点
の
指
摘
は
そ
れ
自
体
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。
だ
が
次
の
同
「
』
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
は
農
業
部
門
内
の
土
地
的
条
件
(
豊
度
)
に
よ
っ
て
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
真
実
の
価
値
」
で
あ
る
と
井
上
は
い
う
が
、
こ
の
場
合
の
前
提
は
等
し
い
量
の
労
働
そ
の
も
の
で
あ
り
、
提
と
す
る
井
上
説
は
誤
り
で
あ
る
、
と
い
う
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
を
前
(
。
，
“
)
保
志
氏
も
久
留
島
氏
と
同
様
に
次
の
よ
う
に
の
、
へ
て
お
ら
れ
る
。
「
差
額
地
代
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
そ
の
源
泉
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
町
地
代
論
論
争
』
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
に
ふ
れ
る
ゆ
と
り
を
も
た
な
い
。
た
だ
本
稿
で
の
見
解
と
対
立
す
る
見
解
、
す
な
わ
ち
『
例
外
的
な
主
産
力
を
持
つ
労
働
は
、
強
め
ら
れ
た
労
働
と
し
て
作
用
す
る
、
あ
る
い
は
等
し
い
時
間
内
に
同
一
種
類
の
社
会
的
平
均
労
働
よ
り
も
、
よ
り
大
き
い
伺
値
を
創
造
す
る
。
』
(
関
与
洋
丸
u
閃
仏
-
F
ω
ω
ω
ω
)
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
『
相
対
的
剰
余
価
値
の
概
念
』
中
『
特
別
剰
余
価
値
』
の
成
立
根
拠
に
関
す
る
説
明
に
依
拠
し
て
、
展
開
良
地
に
お
け
る
資
本
は
、
同
一
時
閥
に
、
よ
り
大
き
な
価
値
を
生
産
す
る
も
の
と
し
て
、
差
額
地
代
は
農
業
部
門
内
に
生
産
さ
れ
た
超
過
剰
余
価
値
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
批
判
を
加
え
て
お
き
た
い
。
山
阿
勝
次
郎
氏
は
、
上
に
引
用
し
た
マ
ル
ク
ス
の
説
明
を
、
次
の
よ
う
に
拡
大
解
釈
さ
れ
る
。
『
資
本
主
義
的
商
品
生
産
お
よ
び
そ
れ
が
市
場
機
構
に
反
映
し
た
市
場
法
則
の
支
配
の
下
で
は
、
例
外
的
な
生
産
力
を
持
つ
労
働
は
、
そ
の
原
因
が
資
本
に
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
資
本
と
は
無
縁
の
自
然
力
に
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
点
の
差
別
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
様
に
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
』
岳
地
代
論
』
六
二
ゴ
一
ペ
ー
ジ
)
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
拡
大
解
釈
は
正
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
の
は
『
改
良
さ
れ
た
生
産
様
式
を
適
用
す
る
資
本
家
』
の
ば
あ
い
、
『
資
本
に
原
因
が
あ
る
』
例
外
的
生
産
力
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
異
質
な
資
本
相
互
聞
の
競
争
を
通
じ
て
異
質
な
労
働
が
社
会
的
平
均
労
働
に
均
等
化
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
る
『
特
別
利
余
価
値
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
差
額
地
代
の
ば
あ
い
に
は
、
す
で
に
『
同
一
資
本
、
時
一
労
働
の
投
下
』
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
の
労
働
の
自
然
発
生
的
生
産
力
か
ら
発
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
自
体
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
『
資
本
側
社
会
形
態
が
止
揚
さ
れ
て
社
会
が
意
識
的
か
つ
計
画
的
な
組
合
と
し
て
組
織
さ
れ
る
と
考
え
て
み
れ
ば
』
(
同
与
芹
回
目
、
回
。
・
固
い
・
2
己
差
額
地
代
は
止
揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
価
値
の
実
体
的
基
礎
た
る
労
働
が
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
社
会
に
な
ろ
う
と
も
、
差
額
地
代
は
消
滅
し
な
い
だ
ろ
う
。
差
額
地
代
の
止
揚
の
観
点
か
、
り
し
て
も
、
こ
の
見
解
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
」
(
『
土
地
制
度
史
学
』
第
四
O
号
、
六
ペ
ー
ジ
)
前
半
の
見
解
に
つ
い
て
は
本
文
中
で
検
討
す
る
が
、
最
後
の
「
社
会
が
意
識
的
か
つ
計
画
的
な
組
合
」
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
の
所
説
は
次
の
よ
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
二
七
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
二
八
う
に
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
説
は
す
で
に
大
島
清
・
綿
谷
魁
夫
・
栗
原
百
寿
の
諸
氏
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
「
差
額
地
代
日
社
会
全
体
の
剰
余
価
値
の
一
部
説
」
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
私
も
か
つ
て
こ
の
説
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
い
ま
一
度
私
見
を
の
べ
て
お
き
た
い
。
保
志
氏
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
「
『
虚
偽
の
社
会
的
価
値
』
は
『
消
費
者
と
し
て
考
察
さ
れ
た
社
会
が
土
地
生
産
物
に
対
し
て
余
り
に
多
く
支
払
う
も
の
|
!
こ
れ
は
土
地
生
産
(
物
)
で
の
社
会
の
労
働
時
間
の
実
現
の
マ
イ
ナ
ス
を
な
す
ilι
が
、
い
ま
や
社
会
の
一
部
分
た
る
土
地
所
有
者
た
ち
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
を
な
す
』
(
関
与
信
H
F
四
品
・
口
Hwω
・
ロ
N
)
も
の
で
あ
り
、
商
品
実
現
の
論
理
次
元
に
お
い
て
、
『
消
費
者
と
し
て
考
察
さ
れ
た
社
会
』
の
負
担
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
賃
が
価
値
ど
お
り
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
負
担
』
は
、
社
会
の
剰
余
価
値
、
利
溜
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
『
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
剰
余
価
値
の
う
ち
資
本
に
帰
属
す
る
分
前
と
し
て
の
利
潤
に
つ
い
て
語
る
ば
あ
い
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
総
利
潤
(
そ
の
分
量
に
お
い
て
は
総
剰
余
価
値
と
同
一
)
か
ら
の
地
代
の
控
除
に
よ
っ
て
す
で
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
平
均
利
潤
(
す
な
わ
ち
企
業
者
利
得
プ
ラ
ス
利
子
)
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
地
代
の
控
除
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
資
本
利
潤
(
企
業
者
利
得
プ
ラ
ス
利
子
)
と
地
代
と
は
剰
余
価
値
の
特
殊
な
三
成
分
、
剰
余
価
値
が
資
本
に
帰
属
す
る
か
土
地
所
有
に
帰
属
す
る
か
に
よ
っ
て
反
別
さ
れ
る
二
つ
の
範
障
、
二
つ
の
項
目
l
!と
い
っ
て
も
そ
の
本
質
に
お
い
て
は
何
ら
の
相
違
も
な
い
|
|
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
二
つ
を
合
計
す
れ
ば
、
社
会
的
剰
余
価
値
の
総
和
を
な
す
。
』
(
同
壬
g
r
国
弘
・
国
"ω
・
∞
叶
む
の
で
あ
る
。
か
く
て
差
額
地
代
は
、
農
業
部
面
を
ふ
く
め
た
社
会
の
全
生
産
部
門
で
生
産
さ
れ
た
総
剰
余
価
値
の
一
部
が
、
土
地
生
産
物
の
社
会
的
価
値
実
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
土
地
所
有
者
に
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
階
級
関
係
は
、
農
業
資
本
家
、
農
業
労
働
者
と
土
地
所
有
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
土
地
所
有
者
階
級
と
資
本
家
階
級
、
労
働
者
階
級
の
全
体
の
関
係
で
あ
る
。
」
(
向
上
)
し
か
し
、
「
消
費
者
と
し
て
の
社
会
」
が
余
分
に
支
払
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
差
額
地
代
は
「
全
生
産
部
門
で
生
産
さ
れ
た
総
剰
余
価
値
の
一
部
」
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
資
本
制
生
産
様
式
が
廃
止
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
社
会
は
、
こ
の
土
地
生
産
物
を
、
ぞ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
現
実
的
労
働
時
間
の
二
倍
半
で
は
買
取
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
「
土
地
生
産
で
の
社
会
の
労
働
時
間
の
実
現
の
マ
イ
ナ
ス
を
な
す
」
と
い
う
こ
と
が
正
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
だ
か
ら
差
額
地
代
は
「
全
生
産
部
門
で
生
産
さ
れ
た
総
剰
余
価
値
の
一
部
」
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
の
よ
う
な
説
の
欠
点
は
、
資
本
制
社
会
に
お
け
る
何
値
形
成
的
労
働
時
間
と
共
産
主
義
的
計
画
的
組
合
社
会
に
お
け
る
労
働
時
間
と
を
同
一
視
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
思
う
。
差
額
地
代
を
形
成
す
る
、
農
業
生
産
に
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
は
、
マ
ル
ク
ス
の
表
一
で
は
資
本
制
生
産
の
基
礎
上
に
お
い
て
、
現
実
的
労
働
時
間
が
た
と
え
ば
そ
れ
の
二
・
五
倍
の
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
か
ら
、
差
額
地
代
は
資
本
制
生
産
の
基
礎
上
に
お
い
て
は
農
産
物
の
価
値
部
分
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
代
は
資
本
主
義
の
負
担
で
あ
り
、
消
費
者
と
し
て
の
社
会
の
負
担
で
あ
る
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
は
正
し
い
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
だ
け
か
ら
で
は
、
差
額
地
代
の
源
泉
が
資
本
制
社
会
の
い
か
な
る
部
分
の
価
値
形
成
的
労
働
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
と
い
う
問
題
に
直
接
答
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
農
産
物
の
価
値
は
差
額
地
代
部
分
だ
け
高
く
な
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
資
本
主
義
社
会
の
負
担
で
あ
り
、
も
し
差
額
地
代
の
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
消
費
者
と
し
て
の
社
会
の
負
担
が
少
な
く
な
る
と
い
う
意
味
で
、
「
消
費
者
と
し
て
の
社
会
の
負
担
」
で
あ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
面
の
問
題
は
、
あ
く
ま
で
も
組
合
社
会
で
は
な
く
、
資
本
制
社
会
で
の
差
額
地
代
で
あ
り
、
そ
の
源
泉
、
そ
の
本
質
規
定
な
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
社
会
で
な
け
れ
ば
差
額
地
代
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
点
か
ら
、
社
会
体
制
の
差
を
と
び
こ
え
て
、
差
額
地
代
が
社
会
全
体
の
剰
余
価
値
の
一
部
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
を
引
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
で
地
代
は
市
場
価
値
規
定
の
貫
徹
の
結
果
生
じ
る
と
さ
れ
、
他
方
で
社
会
全
体
の
総
剰
余
価
値
の
一
部
で
あ
る
と
さ
れ
る
な
ら
、
算
術
的
に
も
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
久
留
島
氏
は
、
差
額
地
代
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
は
等
し
い
量
の
労
働
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
た
し
か
に
マ
ル
ク
ス
の
前
提
そ
の
も
の
が
そ
の
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
は
何
ら
の
異
議
は
な
い
。
こ
の
点
は
拙
著
で
も
繰
返
し
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
三
九
章
『
差
額
地
代
I
』
の
冒
頭
で
、
『
つ
ぎ
の
諸
命
題
で
は
、
リ
カ
l
ド
の
い
う
と
こ
ろ
は
全
く
E
し
「
地
代
は
」
(
と
い
う
の
は
差
額
地
代
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
差
額
地
代
以
外
に
は
総
じ
て
何
ら
の
地
代
も
実
存
し
な
い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
)
「
つ
ね
に
、
二
つ
の
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
を
充
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
生
産
物
聞
の
差
額
で
あ
る
」
(
『
原
理
』
〔
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
五
二
年
〕
五
九
ペ
ー
ジ
〔
岩
波
文
庫
版
、
五
二
ペ
ー
ジ
〕
。
)
地
代
が
問
題
で
あ
っ
て
超
過
利
潤
一
般
が
問
題
で
な
い
限
り
、
彼
は
同
じ
「
面
積
の
土
地
で
」
と
つ
け
加
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
超
過
利
潤
は
、
そ
れ
が
正
常
的
な
も
の
で
あ
り
、
流
通
過
程
に
お
け
る
偶
然
的
出
来
事
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、
つ
ね
に
、
三
つ
の
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
の
生
産
物
聞
の
差
額
と
し
て
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
超
過
利
潤
は
、
二
つ
の
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
が
同
等
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
二
九
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
。
面
積
の
土
地
で
不
等
な
結
果
を
も
っ
て
就
業
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地
代
に
転
形
す
る
』
(
問
者
E-・日・
ω
・
3uw
訳
同
九
一
三
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
一
面
積
の
二
つ
の
土
地
に
投
下
さ
れ
た
二
つ
の
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
の
生
産
物
量
間
の
差
額
は
超
過
利
潤
を
生
み
出
す
が
、
こ
れ
が
地
主
に
差
額
地
代
と
し
て
取
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
同
一
面
積
の
土
地
に
対
す
る
同
一
量
の
投
下
資
本
の
生
産
力
の
不
等
は
何
故
か
と
い
う
に
、
土
地
豊
度
の
差
異
(
市
場
か
ら
の
位
置
の
差
に
よ
る
経
済
的
意
味
で
の
距
離
の
遠
近
も
、
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
を
生
み
、
し
た
が
っ
て
差
額
地
代
の
発
生
の
自
然
的
基
礎
と
な
る
が
、
簡
単
化
の
た
め
位
置
は
捨
象
)
に
よ
る
の
で
あ
る
。
相
対
的
に
豊
度
が
ゼ
ロ
の
最
劣
等
地
の
経
営
に
く
ら
べ
、
優
等
地
で
の
労
働
は
よ
り
生
産
的
と
な
り
、
そ
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
を
低
廉
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
に
よ
る
労
働
生
産
力
の
増
大
は
そ
の
ま
ま
資
本
の
生
産
力
と
な
り
、
す
べ
て
の
優
等
地
の
資
本
は
経
営
上
の
独
占
的
地
位
を
獲
得
し
て
、
そ
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
と
、
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
市
場
生
産
価
格
と
の
差
を
超
過
利
潤
と
し
て
継
続
的
に
入
手
し
、
そ
の
後
こ
れ
を
土
地
所
有
者
に
地
代
と
し
て
支
払
う
の
で
あ
る
。
」
(
『
農
業
経
済
学
の
基
礎
理
論
』
七
七
|
八
ペ
ー
ジ
)
」
の
よ
う
に
、
「
二
つ
の
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働
」
が
同
一
面
積
の
土
地
に
投
下
さ
れ
て
不
等
な
結
果
を
生
じ
、
超
過
利
潤
を
生
み
出
す
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
土
地
豊
度
の
差
異
に
よ
る
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
「
表
一
」
に
よ
れ
ば
、
ロ
倖
t
q，
S
富
国
E
S宮
前
回
刊
こ
」
て
山
1.3印
刷
附
護
法
主
吋
3
司
結
宣
酢
き
い
¥
}
〕
て
〉
の
荏
、
b。
Cコ
、
ω
{叩
、
切
-Fr
、
ω
O
 
首
N
(時
も
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
な
る
の
は
、
D
、
c、
B
地
が
A
地
に
く
ら
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
四
、
三
、
二
倍
の
生
産
物
を
生
産
す
る
と
前
提
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
一
の
資
本
と
労
働
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
の
生
産
性
の
差
に
よ
る
の
で
は
な
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
WOH門
的
四
日
常
)
に
比
例
す
る
の
で
は
な
く
、
無
地
代
地
を
零
点
と
し
て
計
算
さ
れ
た
豊
能
度
の
差
別
(
号
s
z
g件
。
宕
ロ
ロ
芯
B
E
E
O
)
く
、
同
一
労
働
が
土
地
豊
度
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
「
地
代
は
豊
能
度
の
軽
度
Q
E
n
F
S
R
I
に
比
例
す
る
」
(
内
田
町
FS-・日・
ω
-
g
T
訳
同
一
0
0
八
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
若
額
地
代
の
究
明
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
同
等
面
積
の
相
異
な
る
地
所
に
充
用
さ
れ
た
、
同
等
分
量
の
資
本
と
労
働
の
不
等
な
収
穫
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の
旧
稿
の
い
ず
れ
を
み
て
も
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
を
前
提
に
し
て
は
い
な
い
。
等
し
い
労
働
を
前
提
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
等
し
い
量
の
労
働
は
土
地
的
条
件
で
強
め
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
農
業
で
の
土
地
豊
度
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
労
働
は
工
業
で
の
強
め
ら
れ
た
労
働
と
の
同
一
性
を
保
持
し
な
が
ら
も
差
別
性
が
あ
る
。
工
業
の
場
合
に
は
、
同
一
の
労
働
が
改
良
さ
れ
た
生
産
方
法
を
適
用
す
る
資
本
力
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
結
果
が
「
弱
め
ら
れ
た
労
働
し
を
反
面
伴
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
が
総
計
で
一
致
す
る
が
最
業
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
差
別
性
の
み
を
み
て
、
F 寸
ゎ、だ
オ工、 か
わ、ら
れ、農
が、業
労、の
働、場
の、合
生、に
産、は
力、「
の、強
増、め
ら
れ
た
労
働
」
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
え
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。
大
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
総
じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
商
品
の
生
産
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
聞
が
短
縮
さ
れ
て
、
よ
り
少
量
の
労
働
が
よ
り
多
量
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
力
を
獲
得
す
る
よ
う
な
、
労
働
過
程
に
お
け
る
変
化
の
こ
と
で
あ
る
」
(
同
右
目
S
H
・H・ω
ω
N由
ω
o
訳
ω五
三
二
l
三
ペ
ー
ジ
〉
と
Q
工
業
で
の
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
は
同
一
労
働
を
前
提
と
し
、
資
本
的
条
件
の
優
秀
さ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
と
同
様
に
、
農
業
で
も
同
一
労
働
を
前
提
と
し
、
土
地
的
条
件
(
豊
度
)
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
で
あ
る
。
強
め
ら
れ
た
労
働
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
同
一
労
働
を
前
提
と
し
、
し
か
も
そ
れ
が
農
業
で
は
土
地
豊
度
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
、
と
私
は
の
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
@
さ
き
の
註
で
紹
介
し
た
保
志
氏
の
所
説
、
す
な
わ
ち
異
質
な
資
本
相
互
間
の
競
争
を
通
じ
て
、
異
質
な
労
働
が
社
会
的
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
平
均
労
働
に
均
等
化
さ
れ
る
過
程
で
生
ず
る
「
特
別
剰
余
価
値
」
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
の
が
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
な
ど
で
は
決
し
て
官
l
h
、。
J
J
{
、lvさ
て
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
じ
、
工
業
で
の
資
本
的
・
経
営
的
条
件
の
優
秀
さ
に
基
づ
く
超
過
利
潤
と
、
農
業
で
の
土
地
的
条
件
に
起
因
す
る
趨
過
利
潤
は
本
質
的
に
同
一
性
質
の
も
の
で
あ
る
Q
(
3
)
両
者
の
本
質
的
同
一
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
マ
ル
ク
ス
自
身
の
叙
述
を
二
、
一
ニ
引
用
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
引
用
は
拙
著
『
地
代
の
理
論
』
(
五
九
六
Q
ぺ
i
ジ
)
で
鈴
木
鴻
一
郎
氏
の
マ
ル
ク
ス
自
身
も
両
者
の
区
別
を
「
差
額
地
代
に
は
価
値
の
実
体
的
基
礎
た
る
労
働
が
な
い
点
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
い
う
主
張
に
対
す
る
反
論
と
し
て
引
用
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
一
八
六
二
年
八
月
二
日
の
書
簡
で
、
絶
対
地
代
の
説
明
に
引
き
続
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
単
な
る
差
額
地
代
1
1
1
そ
れ
は
資
本
が
あ
る
他
の
投
下
部
一
自
の
代
り
に
土
地
に
投
下
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
ー
ー
に
は
理
論
的
に
は
何
ら
困
難
な
点
は
な
い
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
工
業
生
産
部
面
で
平
均
的
条
件
よ
り
も
優
良
な
条
件
の
も
と
で
作
業
す
る
す
べ
て
の
資
本
に
と
っ
て
存
在
す
る
超
過
利
潤
に
ぽ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
農
業
で
は
、
種
々
の
土
地
種
類
の
自
然
的
豊
度
の
差
異
と
い
う
よ
う
な
堅
固
な
汽
相
対
的
に
)
同
定
的
な
基
礎
に
も
と
づ
く
が
故
に
、
固
定
化
さ
れ
る
だ
け
だ
」
(
岡
崎
次
郎
訳
『
資
本
論
に
関
す
る
手
紙
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
上
巻
一
二
ハ
ペ
ー
ジ
〉
。
ま
た
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
で
い
う
。
「
と
の
差
額
地
代
は
単
に
、
あ
ら
ゆ
る
座
業
部
門
、
例
え
ば
紡
績
部
門
に
お
い
て
こ
の
特
定
の
生
産
部
門
の
平
均
的
生
産
諸
条
件
よ
り
優
れ
た
生
産
条
件
を
有
す
る
資
本
家
が
、
一
定
の
市
場
価
格
、
一
一
層
正
し
く
言
え
ば
一
定
の
市
場
価
値
の
下
に
取
得
す
る
超
過
利
潤
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
特
定
の
生
産
部
商
の
商
品
価
値
は
、
個
々
別
々
の
商
品
に
費
さ
れ
た
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ず
、
該
部
面
の
平
均
的
諸
条
件
の
下
に
生
産
さ
れ
て
い
る
商
品
に
費
さ
れ
た
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
ヱ
業
と
農
業
の
差
異
は
、
た
だ
、
一
は
超
過
利
潤
を
資
本
宗
そ
の
も
の
の
懐
に
、
他
は
そ
れ
を
地
主
の
懐
に
流
入
せ
し
め
る
と
い
う
点
に
存
し
、
更
に
前
者
に
あ
っ
て
は
そ
れ
が
流
動
し
て
恒
常
性
を
得
る
こ
と
な
え
、
あ
る
い
は
こ
の
、
あ
る
い
は
か
の
資
本
目
家
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
ま
た
絶
え
ず
喪
失
さ
れ
る
の
に
、
後
者
に
あ
っ
て
は
継
続
的
な
、
、
、
、
少
く
と
も
長
期
間
継
続
す
る
と
こ
ろ
の
土
地
の
差
異
の
自
然
的
基
礎
の
た
め
に
そ
れ
が
定
着
す
る
、
と
い
う
点
に
存
ナ
る
」
(
猪
俣
津
南
雄
訳
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
二
巻
第
二
部
、
黄
土
社
、
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
「
最
劣
等
な
土
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
農
業
生
産
物
の
価
格
は
他
の
商
品
に
お
け
る
と
同
様
に
そ
の
生
産
価
格
に
等
し
く
〔
後
者
は
更
に
そ
の
価
値
に
等
し
い
〕
。
最
劣
等
な
土
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
は
、
投
資
の
特
殊
な
種
類
と
し
て
の
投
資
の
様
式
に
よ
っ
て
の
み
工
業
に
投
下
さ
れ
る
資
本
と
区
別
さ
れ
る
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
こ
に
価
値
法
則
の
一
般
通
用
性
が
現
わ
れ
る
。
優
等
な
土
地
に
お
け
る
差
額
地
代
は
、
・
:
:
ど
の
生
産
部
面
た
る
を
問
わ
ず
、
一
個
同
一
の
市
場
価
値
の
お
か
げ
で
、
平
均
的
諸
条
件
よ
り
も
優
良
な
諸
条
件
の
下
に
作
用
す
る
諸
資
本
が
供
す
る
と
こ
ろ
の
超
過
利
潤
以
外
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
た
だ
そ
の
自
然
的
基
礎
の
故
に
農
業
に
お
い
て
の
み
は
定
着
し
、
且
つ
は
ま
た
こ
の
自
然
的
基
礎
の
代
表
者
即
ち
土
地
所
有
者
の
故
に
、
資
本
家
の
懐
に
入
ら
ず
し
て
土
地
所
有
者
の
懐
に
流
れ
込
む
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
(
向
上
二
二
i
四
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
グ
ス
は
、
農
業
の
超
過
利
潤
は
工
業
の
超
過
利
潤
に
相
当
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
理
論
的
に
は
な
ん
ら
困
難
で
は
な
い
こ
と
、
た
だ
前
者
は
固
定
化
さ
れ
、
か
つ
地
主
の
懐
に
入
る
点
で
後
者
と
は
異
な
る
、
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
工
業
で
の
超
過
利
潤
と
農
業
で
の
差
額
地
代
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
な
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
の
総
計
が
「
不
一
致
」
で
あ
り
、
市
場
価
値
の
総
計
が
個
別
的
価
値
の
総
計
よ
り
大
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
価
値
の
実
体
欠
如
」
が
差
額
地
代
部
分
に
つ
い
て
問
題
に
さ
れ
、
「
表
こ
で
の
三
六
0
シ
リ
ン
グ
lま
「
真
実
の
価
値
」
で
は
な
く
、
も
し
、
こ
の
部
分
を
価
値
で
あ
る
と
主
張
す
る
な
ら
、
な
ぜ
価
値
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
か
、
と
い
う
難
問
に
つ
い
て
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
右
の
問
題
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
現
在
に
い
た
る
ま
で
論
議
さ
れ
、
そ
の
解
答
も
い
ろ
い
ろ
と
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
学
界
で
の
定
説
が
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
久
留
島
氏
の
著
書
に
私
が
こ
の
点
の
氏
の
見
解
を
求
め
た
の
も
、
い
わ
ば
当
然
の
心
情
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
ぜ
か
氏
の
著
書
に
は
こ
の
点
の
深
入
り
し
た
叙
述
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
拙
論
に
た
い
す
る
批
判
が
、
私
に
と
っ
て
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
四
そ
こ
で
最
後
に
、
差
額
地
代
論
の
究
極
の
難
問
に
つ
い
て
の
私
見
を
再
び
繰
り
返
し
て
本
稿
を
終
り
た
い
。
四
差
額
地
代
論
上
の
究
極
問
題
差
額
地
代
は
農
業
内
部
で
農
業
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
か
、
価
値
の
実
体
を
欠
如
し
て
い
る
か
ら
真
実
の
価
値
で
は
な
い
、
と
か
の
主
張
は
い
ず
れ
も
、
マ
ル
ク
ス
の
表
一
で
い
う
と
、
投
下
さ
れ
た
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
の
総
計
が
二
四
0
シ
リ
ン
グ
な
の
に
、
そ
れ
が
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
六
0
0シ
リ
ン
グ
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
三
六
0
シ
リ
ン
グ
と
い
う
差
額
地
代
部
分
に
は
個
別
的
価
値
の
裏
付
け
が
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
た
た
め
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
が
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
し
と
こ
の
差
額
地
代
部
分
を
よ
ん
だ
の
で
あ
る
、
と
こ
の
主
張
者
た
ち
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
マ
ル
グ
ス
の
所
論
は
明
ら
か
に
右
の
主
張
と
は
異
な
る
。
マ
ル
ク
ス
は
六
0
0シ
リ
ン
グ
を
市
場
価
値
と
し
て
説
明
し
て
お
り
、
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
成
立
も
市
場
価
値
法
則
の
貫
徹
の
結
果
と
し
て
い
た
。
何
故
マ
ル
ク
ス
が
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
し
と
よ
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
拙
著
の
そ
れ
ぞ
れ
で
説
明
し
て
お
い
た
の
で
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
再
論
し
な
い
で
、
「
価
値
の
実
体
欠
如
L
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
再
説
|
|
こ
れ
も
ま
た
私
に
と
っ
て
は
再
説
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
l
ー
ー
し
て
お
こ
う
。
私
は
差
額
地
代
の
理
解
に
は
次
の
諸
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
前
提
だ
と
考
え
る
。
川
資
本
制
的
生
産
様
式
の
も
と
で
の
農
業
の
三
分
制
(
近
代
的
地
主
、
資
本
家
、
賃
労
働
者
)
の
存
在
。
ωし
た
が
っ
て
農
業
生
産
物
が
資
本
制
的
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
同
土
地
的
条
件
と
し
て
豊
度
差
の
存
在
|
↓
農
業
生
産
性
の
相
対
的
差
異
(
位
置
は
捨
象
す
る
)
。
川
土
地
経
営
の
独
占
。
同
最
劣
等
地
の
経
営
(
た
だ
し
資
本
的
条
件
は
社
会
的
標
準
的
経
営
)
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
が
、
川
の
前
提
の
も
と
で
の
競
争
(
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
の
競
争
)
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
と
な
る
こ
と
。
制
優
等
地
の
経
営
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
以
上
の
超
過
利
潤
(
長
業
部
門
独
自
の
超
過
利
潤
)
の
発
生
。
川
土
地
所
有
に
よ
る
こ
の
超
過
利
潤
の
差
額
地
代
化
。
そ
し
て
右
の
各
々
の
諸
問
題
点
の
理
解
の
う
え
に
立
っ
て
、
「
価
値
の
実
体
が
差
額
地
代
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
差
額
地
代
は
価
値
で
は
な
く
、
虚
偽
の
社
会
的
価
値
で
あ
る
し
と
い
う
誤
っ
た
見
解
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
農
業
の
三
分
制
や
、
農
産
物
が
資
本
制
的
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
は
差
額
地
代
論
の
第
一
の
前
提
で
あ
っ
て
、
こ
の
前
提
の
欠
如
し
た
と
こ
ろ
に
差
額
地
代
は
成
立
し
な
い
。
農
産
物
は
資
木
制
的
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
農
巌
物
の
価
値
構
成
は
不
変
資
本
十
可
変
資
本
十
平
均
利
潤
十
地
代
で
あ
る
。
こ
の
地
代
は
最
劣
等
地
に
お
い
て
は
絶
対
地
代
で
あ
り
、
優
等
地
に
お
い
て
は
絶
対
地
代
の
ほ
か
に
差
額
地
代
を
含
ん
で
い
る
。
差
額
地
代
を
考
察
す
る
段
階
に
あ
っ
て
は
、
絶
対
地
代
は
マ
ル
ク
ス
の
上
向
法
的
叙
述
方
法
に
よ
っ
て
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
絶
対
地
代
の
捨
象
は
法
則
と
し
て
の
差
額
地
代
の
理
解
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
差
額
地
代
の
法
則
を
純
粋
に
把
握
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
さ
て
工
業
生
産
に
く
ら
べ
て
農
業
生
産
の
特
質
の
第
一
は
、
土
地
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
工
業
で
も
立
地
条
件
と
し
て
の
土
地
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
農
業
で
は
土
地
は
労
働
手
段
、
労
働
対
象
と
し
て
生
産
そ
の
も
の
の
条
件
を
な
し
て
お
り
、
生
産
そ
の
も
の
の
内
的
要
因
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
土
地
は
有
限
で
あ
り
、
資
本
に
よ
っ
て
生
産
自
再
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
体
は
価
値
物
で
な
く
、
商
品
で
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
限
で
あ
り
独
占
さ
れ
う
る
た
め
に
商
品
と
し
て
売
買
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
擬
制
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
資
本
制
社
会
で
は
、
私
的
企
業
が
こ
れ
を
私
有
ま
た
は
占
有
す
る
こ
と
が
で
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
五
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
~ 
ノ、
き
、
こ
こ
に
土
地
経
営
の
独
占
が
生
ま
れ
る
。
土
地
経
営
の
独
占
と
は
、
あ
る
土
地
を
あ
る
企
業
が
独
占
的
に
利
用
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
競
争
一
般
の
排
除
で
は
な
い
。
こ
の
土
地
経
営
の
独
占
の
た
め
最
劣
等
地
の
経
営
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
最
劣
等
地
で
の
経
営
と
は
、
土
地
的
条
件
が
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
る
と
と
ろ
の
経
営
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
資
本
的
・
経
営
的
条
件
は
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
経
営
で
あ
る
。
現
実
で
は
最
劣
等
地
で
も
i
i
B
そ
し
て
勿
論
優
等
地
で
も
ー
ー
ー
資
本
的
・
経
営
的
条
件
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
資
本
的
・
経
営
的
条
件
の
優
、
並
、
劣
に
よ
り
、
超
過
利
潤
、
平
均
利
潤
、
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
が
発
生
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
超
過
利
潤
は
す
で
に
地
代
論
以
前
で
マ
ル
ク
ス
が
解
決
ず
み
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
地
代
論
で
は
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
の
差
異
は
捨
象
さ
れ
て
い
て
、
す
べ
て
の
農
業
経
営
は
「
社
会
的
・
標
準
的
生
産
条
件
」
を
充
用
し
て
い
る
と
前
提
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
、
こ
う
し
た
前
提
の
も
と
で
、
さ
て
競
争
は
、
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
を
市
場
価
値
と
し
て
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
は
よ
り
多
く
の
利
潤
を
求
め
て
投
資
部
門
を
移
動
す
る
。
農
業
も
工
業
も
資
本
に
と
っ
て
は
同
じ
よ
う
に
単
な
る
投
資
部
門
に
し
か
す
ぎ
ず
、
鉄
を
生
産
す
る
の
も
小
麦
を
生
産
す
る
の
も
、
資
本
に
と
っ
て
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
。
そ
こ
で
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
資
本
も
、
そ
の
日
的
は
利
潤
で
あ
り
、
し
か
も
結
局
は
、
社
会
的
・
標
準
的
資
本
の
場
合
は
平
均
利
調
を
入
手
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
競
争
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
を
し
て
市
場
価
値
た
ら
し
め
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
極
く
簡
、
単
に
い
う
と
生
産
者
(
資
本
家
)
問
、
消
費
者
問
、
生
産
者
と
消
費
者
間
と
い
う
三
重
の
競
争
の
ほ
か
に
、
地
主
と
資
本
の
競
争
|
|
地
主
問
、
資
本
家
問
、
資
本
家
と
地
主
聞
と
い
う
三
重
の
競
争
!
ー
ー
が
更
に
加
わ
る
競
争
で
あ
っ
て
、
こ
の
結
果
は
、
最
劣
等
地
の
地
主
は
絶
対
地
代
を
入
手
し
、
優
等
地
の
地
主
は
絶
対
地
代
の
ほ
か
に
差
額
地
代
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
資
本
家
は
、
社
会
的
・
標
準
的
資
本
の
場
合
に
は
平
均
利
潤
を
、
有
刺
な
資
本
は
超
過
利
潤
を
、
不
利
な
資
本
は
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
利
潤
を
入
手
す
る
こ
と
|
|
つ
ま
り
平
均
利
潤
も
入
手
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
ー
ー
に
な
る
。
た
だ
し
、
ま
え
に
ふ
れ
た
よ
う
に
最
劣
等
地
は
何
ら
の
地
代
も
入
手
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
は
差
額
地
代
論
で
は
前
提
し
て
い
た
。
さ
て
、
優
等
地
の
経
営
は
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
が
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
っ
て
も
、
土
地
的
条
件
が
優
れ
て
い
た
た
め
、
差
額
地
代
を
発
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
差
額
部
分
は
土
地
的
条
件
が
優
れ
て
い
た
た
め
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
土
地
所
有
者
が
取
得
す
る
。
も
し
こ
れ
を
資
本
家
が
拒
否
す
れ
ば
、
地
主
は
土
地
を
貸
さ
な
い
。
ま
た
資
本
家
に
す
れ
ば
工
業
で
と
同
様
に
彼
の
資
本
的
・
経
営
的
条
件
が
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
る
な
ら
ば
平
均
利
潤
が
入
手
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
差
額
地
代
部
分
を
地
主
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
川
か
ら
川
ま
で
の
論
点
を
簡
単
に
跡
づ
け
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
さ
て
そ
の
う
え
で
、
こ
の
場
合
、
農
産
物
に
つ
い
て
は
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
ト
ー
タ
ル
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
が
、
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
表
一
で
の
市
場
価
値
三
六
O
シ
リ
ン
グ
は
個
別
的
価
値
の
裏
付
け
が
な
く
と
も
市
場
価
値
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
工
業
で
は
一
般
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
。
個
別
的
価
値
は
そ
の
総
計
に
お
い
て
市
場
価
値
総
計
と
一
致
し
て
い
た
。
農
業
で
は
常
に
不
一
致
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
工
業
で
も
不
一
致
の
場
合
が
実
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
の
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
笛
所
Lー
「
難
解
の
箇
所
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
マ
ル
ク
ス
は
、
「
単
な
る
比
率
か
、
り
す
れ
ば
別
の
結
果
が
生
ず
る
に
も
拘
ら
ず
、
最
悪
ま
た
は
最
良
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
を
の
べ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
い
わ
ゆ
る
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
は
常
に
総
計
に
お
い
て
一
致
す
る
こ
と
を
市
場
価
値
成
立
の
必
須
条
件
と
み
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
市
場
価
値
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
つ
い
て
は
他
で
詳
論
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
マ
ル
ク
ス
は
市
場
価
値
を
そ
の
よ
う
に
算
術
加
重
平
均
的
に
、
ま
た
は
社
会
的
・
標
準
的
資
本
も
し
く
は
中
位
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
マ
ル
ク
ス
は
市
場
価
格
変
動
の
中
心
と
な
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
、
競
争
的
再
生
産
の
な
か
で
、
市
場
で
の
価
格
が
た
え
ず
変
動
し
な
が
ら
、
そ
こ
へ
戻
ろ
う
と
す
る
価
値
を
さ
し
て
市
場
価
値
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
七
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
/¥. 
る
。
だ
か
ら
普
通
の
場
合
に
は
、
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
が
総
計
で
一
致
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
価
値
で
あ
っ
た
が
、
特
殊
な
場
合
に
は
、
最
良
ま
た
は
最
悪
の
経
営
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
(
ま
た
は
規
制
〉
し
た
の
で
あ
る
。
農
業
の
場
合
に
は
、
で
は
第
二
一
巻
第
十
章
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
最
悪
の
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
「
苔
」
で
あ
る
。
農
業
の
場
合
は
、
第
三
巻
第
十
章
の
例
で
い
え
ば
、
ま
さ
に
通
常
の
場
合
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
と
奇
異
に
聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
農
業
の
場
合
に
は
資
本
的
条
件
に
お
い
て
社
会
的
・
楳
準
的
で
あ
る
企
業
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
し
て
い
て
、
最
悪
ま
た
は
最
良
が
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
私
は
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
差
額
地
代
論
は
第
三
巻
第
十
章
の
「
一
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
最
悪
規
定
で
は
な
い
。
た
だ
、
第
三
巻
第
十
章
が
問
題
と
す
る
段
階
で
な
か
コ
た
か
ら
問
題
と
し
な
か
っ
た
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
の
み
農
業
で
は
最
悪
規
定
な
の
で
あ
る
。
で
は
土
地
的
条
件
の
み
に
つ
い
て
な
ぜ
最
悪
規
定
な
の
か
。
答
は
「
資
本
制
生
産
の
基
礎
上
に
お
け
る
競
争
」
の
結
果
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
競
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
え
に
極
め
て
簡
単
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
か
く
し
て
マ
ル
ク
ス
の
価
値
が
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
範
噂
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
価
値
と
は
「
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た
抽
象
的
・
人
間
的
労
働
」
で
あ
り
、
「
社
会
的
実
体
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
き
さ
は
、
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
。
こ
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
は
、
「
所
与
の
社
会
的
・
楳
準
的
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
、
労
働
の
熟
練
と
強
度
の
平
均
度
で
何
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
に
必
要
な
労
働
時
間
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
い
う
「
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
と
い
う
の
も
、
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
概
念
で
あ
っ
て
、
土
地
と
い
う
、
有
限
な
、
独
占
さ
れ
う
る
、
人
為
的
に
再
生
産
不
可
能
な
生
産
条
件
は
そ
こ
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
「
社
会
的
・
標
準
的
L
に
対
応
す
る
「
中
位
の
土
地
」
な
ど
と
い
う
考
え
は
無
意
味
で
あ
る
。
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
、
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
を
問
題
と
す
る
と
き
、
三
六
0
シ
リ
ン
グ
が
個
別
的
価
値
の
裏
付
け
が
な
い
と
は
い
え
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
六
0
0シ
リ
ン
グ
の
市
場
価
値
の
一
部
で
あ
り
価
値
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
理
由
が
わ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
は
じ
め
て
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
平
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
も
差
額
地
代
論
の
「
難
問
」
も
首
尾
一
貫
し
て
『
資
本
論
』
冒
頭
の
価
値
論
の
発
展
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
う
っ
。
以
上
、
「
』
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
の
私
見
を
の
べ
て
み
た
。
久
留
島
氏
の
著
書
は
保
志
向
氏
の
評
価
さ
れ
た
よ
う
に
優
れ
た
労
作
で
あ
る
が
、
た
だ
差
額
地
代
の
価
値
的
源
泉
の
説
明
に
お
い
て
、
私
に
は
も
の
足
り
ず
、
か
つ
氏
が
拙
論
の
一
部
を
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
、
本
稿
を
し
た
た
め
た
。
勿
論
差
額
地
代
論
は
、
氏
の
所
説
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
多
く
の
点
で
保
志
氏
の
評
価
さ
れ
た
よ
う
に
、
久
留
島
氏
の
『
地
代
論
研
究
』
は
優
れ
た
著
書
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
多
々
で
あ
っ
た
。
氏
の
拙
論
へ
の
批
判
を
機
会
に
、
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
再
び
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
久
留
島
氏
に
感
謝
し
て
小
稿
を
終
り
た
い
。
差
額
地
代
の
価
値
的
基
礎
に
つ
い
て
九
